
羽数カウンター装置
食鳥検査実績を自動証明する ＣＦＣシリーズ

食鳥加工工場での委託検査実績羽数を自動計数する
精算実績証明用装置。

１：検出部（センサー部）と本体（集計・表示・印刷・各操作）を分離型にしたことで

　　 に選べる。

２： なため、記録ミスが無く、証明書としても利用できる。

３：本体前面に している為、いつでも確認できる。またその時点での

　　状況を記録する必要があれば、稼動中でもボタン１つで日時と羽数を印刷できる。

４：カレンダ・時計を本体に内蔵してあるため、印刷時には

　　できる。

５： している為、リセットボタンを押さない限り停電および電源

　　を切っても、データは保持できる。

６： は、あらかじめ設定したフック空き数を設けることで、自動

　　印刷を行なう為、操作の必要はない。

７： は、あらかじめ規定時間を設定しておくことで別途集計されて印刷される。

８：加工工場の規模に適合する為、１ライン用・２ライン用と 。

本体の設置場所は自由

プリンタ内蔵

稼働状況羽数を表示

年月日および時間を同時印刷

データ保持用電源を内蔵

農場別切り替えカウント

時間外検査分

２タイプから選択可能

検出部 本体部
・脱羽後の工程ライン上に設置して食鳥を検出する。
・検出方法は、精度を上げる為と、空きハンガーを認識
　させる為、検出部は上部と下部の二重構造になっている。
・検出方法は、ビーム型で信頼性は高く誤動作しにくい。
・完全防水性で、オールステンレス製のため錆びにくい。

・設置場所は工場への出入り口付近に設置する
　ことで、いつでも確認出来易く便利である。
・操作時は、写真のようにカバーをあけて行な
　うが、通常は湿度が高いため閉めて使用する。
　ただし、計数表示は閉じたままでも確認できる。
・プリンター用紙は、プリンタを引き出すことで
　簡単に補充できる。
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項　　目 シングルタイプ ダブルタイプ

型　　　式

制御装置

検　出　部

処理速度

表　示　部

ｶﾚﾝﾀﾞ･時計

プリンタ

用　　　紙

電　　　源

重　　　量

外部寸法

ＣＦＣ－０３ ＣＦＣ－０３Ｄ

専用マイクロコンピュータ内蔵 専用マイクロコンピュータ内蔵

ビームセンサ（３セット） ビームセンサ（３セット×２ライン）

毎分１５０羽 毎分３００羽
ＬＥＤ数字表示（６桁） ＬＥＤ数字表示（６桁）
内蔵バッテリ・バックアップ 内蔵バッテリ・バックアップ

超小型熱転写　型式:μＴＰ-５８２０Ａ 超小型熱転写　型式:μ -５８２０ＡＴＰ

型式 Ｐ-５８-１５ 型式 Ｐ-５８-１５

ＡＣ１００～２００Ｖ（単相） ＡＣ１００～２００Ｖ（単相）

検出部：１ライン形状に準ずる

本体部：H３００,W３００、D２００

紙幅 ５８ｍｍ 長さ 約１５ｍ、径 ３８ｍｍ

センサ部１８ｋｇ　本体部４ｋｇ

本体部：H３００,W３００、D２００

センサー部重量：１８ｋｇ　本体部４ｋｇ

紙幅５８ｍｍ　長さ約１５ｍ　径３８ｍ

検出部：２ライン形状に準ずる

S3

S1

64

203.2

S2

S1,S2が正常な状態時のエリア

S1,S2が入替った状態時のエリア

6/26工事以前の状態です

120

203.2

ｾﾝｻｰ取付けを最大幅にした寸法

ｾﾝｻｰ取付けを最小幅にした寸法

佐賀ﾌﾞﾛｲﾗｰ

203.2

S3

64
152.4

S1 S2

S1,S2が正常な状態時のエリア

S1,S2が入替った状態時のエリア

ヨコオ東背振

152.4

S3

S1 S2

ﾗｲﾝ進行方向

本装置は、ｶｳﾝﾄ可能ｴﾘｱのみ、1ｶｳﾝﾄだけ行います。

従って、ﾗｲﾝ速度による設定の変更は必要ありませんｶｳﾝﾄ可能ｴﾘｱ

羽数ｶｳﾝﾀｰｾﾝｻｰ状態の確認方法

HHH---

S1表示

S2表示
S3表示

ﾗｲﾝを停止した状態でｾﾝｻｰ1(S1)､2(S2)､3(S3)の
入力信号の状態がﾓﾆﾀｰ出来る
ｾﾝｻｰが遮光されている状態がHで表示されます。

同時に押す

それぞれ､該当する場所に入力されているか確認します。
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